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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和４年１０月２７日（木）  

 

２ 確認箇所 

  Ｅタンクエリア 

 

３ 確認項目 

Ｅタンクエリアのフランジ型タンクの残水移送作業の状況 

 

４ 確認結果の概要 

Ｅタンクエリアのフランジ型タンク解体作業において、一部のタンク（Ｄ

１・Ｄ２タンク）に底部残水（ＲＯ濃縮水）のα核種濃度が高いことが確認

されたため、漏えいのリスクを低減するために、タンク内の残水やスラッジ

の移送作業が進められていることから、その状況を確認した。（図１）（前

回確認：令和４年７月６日） 

なお、Ｄ２タンクについては、残水移送作業が終了している。 

また、当該エリアでは、今回確認したＤ１・Ｄ２タンク等３基を除く４６

基のフランジ型タンクの解体が完了している。 

・発電機の位置がＤ２タンクの北側から東側に、また、靴交換用小屋が前

回確認時にあった場所から南側に位置が変更されていた。（写真１） 

・Ｄ１タンク及びＤ２タンクの周囲には鋼製の堰が設置されていた。（写

真２） 

・前回確認時（令和４年７月６日）、Ｄ２タンク下部側面から撤去されて

いた側マンホール部のハウスが、今回の確認時には再度設置されてい

た。（写真３） 

・Ｄ２タンクに仮設足場が設置されていた。（写真４） 

 

（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

  

http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/524988.pdf
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（写真１－１） 

Ｄ１、Ｄ２タンクの概観（北東側か

ら令和４年７月６日撮影） 

 

（写真１－２） 

Ｄ１、Ｄ２タンクの概観（北東側か

ら令和４年１０月２７日撮影） 

 

（写真１－３） 

靴交換用小屋の状況（北東側から令

和４年７月６日撮影） 

 

（写真１－４） 

靴交換用小屋の状況（北東側から令

和４年１０月２７日撮影） 

 

 

（写真２） 

鋼製の堰の状況 

 
※Ｒαハウス：Ｒαハウス内に金属性のフィルタユニットを設置し、スラッジ回収を行う。フ

ィルタユニット取外しは，ドレン弁にて水切り後、２重養生、汚染確認を行
い、ハウス外へ搬出後６ｍ３コンテナへ収納する。 
Ｒαハウス内の局所排風機にてダストを吸引し、連続ダストモニタでハウス内
のダスト濃度を測定する。局所排風機出口は、タンク天板上設置機と同様の２
重 HEPA フィルタ構造となっている。 
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（写真３－１） 

Ｄ２タンクの側マンホール部のハウ

スの状況① 

 

（写真３－２） 

Ｄ２タンクの側マンホール部のハウ

スの状況② 

 

 

（写真４） 

Ｄ２タンクの仮設足場設置状況 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常な値は確認されなかった。 
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